
(月)

20 -1st- 18
27 -2nd- 14
20 -3rd- 11
22 -4th- 16

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 3 0 1 1 3 4 2 4 ＊ 18 1 6 3 2 4 0

5 ＊ 14 2 3 2 3 4 3 5 2 0 0 2 2 1 1

6 ＊ 5 1 1 0 0 3 4 6 1 0 0 1 0 3 0

7 ＊ 9 1 3 0 3 2 0 7 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 1 0 8 0 0 0 0 1 0 1

9 7 1 1 2 0 1 2 9 0 0 0 0 1 2 0

10 13 2 2 3 1 4 5 10 ＊ 0 0 0 0 3 2 0

11 0 0 0 0 1 3 1 11 ＊ 12 0 5 2 3 7 1

12 4 0 2 0 1 1 0 12 0 0 0 0 0 0 0

13 ＊ 7 1 2 0 1 1 1 13 ＊ 3 0 1 1 4 8 2

14 7 2 0 1 2 3 2 14 ＊ 11 1 1 6 2 7 4

15 ＊ 20 1 5 7 2 7 4 15 12 1 4 1 2 2 1

0 0

89 11 20 16 17 34 24 59 3 17 16 20 36 10

OT1 OT2 OT1 OT2

－ － 37:00 － － － － 18:26 － 39:56 － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　１Q両チームハーフマンツーでの出だし、秋田＃１３、＃１５のインサイドプレーで引き離そうとする。対する大阪は＃１４のドライブ、

１対１でファウルを誘い、フリースローで得点を重ね、追い上げる。１Q２０－１８で秋田リード。

　２Qじわじわとリードしようとする秋田に対して、大阪は４人替えを２回試み、＃１１の連続得点や、＃４のゴール下の得点で、試合の

流れを断ち切ろうとするが、落ち着いて試合を制する秋田＃１５の２P、３P、＃１４の３Pなどで連続得点となる。前半４７－３２で、秋田
が大阪を引き離しかける。
　後半になっても秋田のペースは衰えず＃１５の２P、３Pや、＃５の迫力あるドライブで得点を重ねる。大阪＃１５が、１対１で果敢に

攻めるも、得点に結びつかない。３Q６７－４３で秋田がリードを広げる。

　４Q秋田＃１０の連続ポイントで引き離そうとする。大阪は、シュートを打って戻って堅く守る時間帯が続く。大阪は、３０点ビハインド

となった残り５分で＃１５の３Pや＃１４などで反撃を試みるが、得点を重ねることができない。大阪は残り４秒でタイムアウトを取り、＃
７、＃１２を出場させ試合を終わりとした。結局バランスのとれた秋田が８９－５９で大阪を破り、決勝に進んだ。

記載責任者 中嶋　弘美 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 栄田　直宏 Coach 細川　秀子

伊藤　美和子 角畑　莉子

加藤　茉奈美 西村　千恵

幸村　朋美 松元　裕依子

渋川　愛子 武村　栞

佐々木　知香 村上　裕愛

成田　麻沙美 中藤　麻佐美

金　吏子 薮田　早紀

永野　友香里 井上　加奈子

TEAM A 秋田 TEAM B

今　美春 加藤　日香理

保坂　和音(C) 小泉　里紗(C)

横山　茜理 三宅　瞳

大阪

選手名 選手名

福司　恵美子 森　文香

● Team B

89 59

Team A ○

秋田 大阪

2012年10月1日 主審：

開始時間： 11:55 副審：

成年女子準決勝

吉橋　雅一・小島　慶子

島田　剛次

開催場所： 久々野体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 1G2

試合区分：

開催期日：
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秋田 大阪 
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